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外国人の医療に関する我が国の
基本的な立場とは



1. 我が国は1979年に国際人権規約を批准した。同規約は世界人権宣言の内
容を基礎として条約化したものであり、1966年の国連総会において採択
されている。

2. 我が国はさらに1981年に難民の地位に関する条約にも加盟した。この第
四章には「福祉については内外平等原則」が謳われている。

3. 以上から我が国の医療・福祉制度については、我が国に合法的に居住す
る人であれば日本人であろうと外国人であろうと差別をしてはならない
という大原則にたっている。

4. ただし、この際の「居住」とは在留期間3か月以上の中長期の我が国へ
の滞在を指し、3か月未満の短期滞在は我が国の医療・福祉制度への加
入・適用に必要な「居住」とはみなされていない。



外国人に対する医療・福祉制度

したがって我が国の医療・福祉制度には、3か月以上の中長期の在留資格を持

つ外国人については「外国人である」という理由で加入または適用させない制度

はない。ただし、在留資格により加入や適用に制限がある。



外国人に対する法制度

1. 医療滞在ビザ(数次)の創設・・2011年1月

2. 外国人登録法の廃止と新たな在留制度

の創設・・2012年7月9日

3. 外国人患者受け入れ医療機関認証制度

の創設・・2013年

4. タイ、マレーシア、インドネシアなどに対す

るビザなし渡航の解禁・・２０１３年

5. 全国10の病院に医療通訳を配置・・2015年

6. 特定技能制度で約30万人の外国人労働者受け入

れ・・2019年

7. 外国人患者受け入れ拠点病院、拠点診療所の認定・・

2019年



法制度の整備と目的
これらの法制度の整備の目的は次の3点であると推察される。

① 観光立国として世界中から観光客に来てもらい、観光を

有力な産業に育てたい

② 我が国の進んだ医療を世界のより多くの人に提供したい

③ 少子高齢化に伴う我が国の労働力の低下を補うために

研修している技能実習生や特定技能制度等でわが国で

働く外国人労働者、さらに留学、婚姻などで我が国に居

住している外国人に適切な医療と福祉を提供したい



なぜ外国人医療について学ぶことが必要なのか?

外国人を診療する機会が増えたからだけではない。

言語だけでなく、考え方も習慣も経済的状況など取り巻く状況も日本
人とは異なる患者を診るに際して、適切な知識を習得しておくことは、
無用なトラブルに巻き込まれずに診療を行うためであり、すなわち医
療機関にとっても医師にとっても「危機管理」のための重要な対策とな
るからである。



外国人医療の問題とは・・

1. 言葉の問題

2. 医療費に関連した問題

3. 医療に関係する文化、習慣の違い

4. 疾患のちがい

5. インフォームド・コンセントと人権に関する考え方の違い



外国人医療を推進するに際してもっとも
大切なこととは・・・・

• 差別と逆差別

• 平等の意味

よかれと思って行ったことが、結果的に日本人に対する逆差別と捉えられたり、
一部の外国人の反発を買うことがある。



医療法人小林国際クリニック
• 1990年1月開設

• 英語、タガログ語、韓国語、スペイン語、タイ語、ベトナム語で対応

• 開設以来の外国人患者数(2021年9月末現在、診療実日数7999日

新規外国人患者総数100か国 10288人

フィリピン2062人、ペル―1766人、タイ1506人、ベトナム777人、カンボジア478人

米国455人、ブラジル415人、中国340人 アルゼンチン266人、スリランカ257人、

インド222人・・延べ80160人

• 患者居住地

大和市5260人、横浜市833人、綾瀬市741人、座間市723人、

藤沢市628、相模原市588人、海老名市278人、厚木市258人、東京都218人

・・・米軍基地内40人



小林国際クリニックにおける新型コロナ
感染者数と外国人感染者数
• 2020年4月1日より2021年9月30日まで

Real time PCR検査および簡易抗原検査で陽性と判定された人・・

402人 外国人は134人(33.3%)

発生者数の多い月・・・

2021年 1月 77人中 外国人 39人 (フィリピン人、ベトナム人、

韓国人のクラスター)

2021年8月9月 198人中 外国人 59人 (フィリピン人クラスター3つ)

・・外国人陽性者8月122人中、大和市在住119人、9月76人中3人



新型コロナ流行下の外国人医療の問
題点

• 発熱患者およびワクチン接種については地域の中で完結することが求められる

全国医療機関 >  外国人受け入れ医療機関数 >  発熱診療等医療機関数

• 対日本人と比較して情報提供の遅さ

新型コロナの検査の受け入れ医療機関について

現在は新型コロナに対するワクチン接種の周知と実施について

・・・当クリニックでの令和3年9月25日の接種・・54人中25人が外国人、25人中11人は大和市以外に居住

している人。

・ 外国人コミュニティに対する言語を含む官民相談窓口の乱立



日本医師会生涯教育ー
日医e-ラーニング

◦コンテンツ 4     医師ー患者関係とコミュニケーション

◦コンテンツの三番目に 「外国人医療についてー実践上の注
意点」

小林 米幸

ぜひご覧ください。


